
総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
二
九
一
九
〇

二
億
円

〇
・
一
六
九
二
〇

三
億
円

〇
・
一
二
三
五
〇

四
億
円

〇
・
〇
九
七
四
〇

五
億
円

〇
・
〇
八
〇
二
〇

六
億
円

〇
・
〇
六
八
六
〇

十
億
円

〇
・
〇
四
三
三
〇

総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
千
ト
ン
未
満
の

動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
三
二
四
五
〇

二
億
円

〇
・
一
七
二
二
〇

三
億
円

〇
・
一
二
三
八
〇

四
億
円

〇
・
〇
九
八
〇
〇

五
億
円

〇
・
〇
八
二
九
〇

六
億
円

〇
・
〇
七
一
二
〇

十
億
円

〇
・
〇
四
四
五
〇

十
五
億
円

〇
・
〇
三
〇
九
〇

二
十
億
円

〇
・
〇
二
四
〇
〇

第
三
号
の
注
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
百
分
の
五
」
を
「
百
分
の
一
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の

十
」
を
「
百
分
の
二
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び

再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

本
則
中
「
て
ん
補
」
を
「

補
」
に
改
め
る
。

第
一
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

漁
業
の
種
類

全
損
及
び
救
助
費
を

補
の
対
象
と

す
る
場
合

全
損
、
分
損
及
び
救
助
費
を

補
の

対
象
と
す
る
場
合

総
ト
ン
数

百
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数

百
ト
ン
以

上
二
百
ト

ン
未
満

総
ト
ン
数

二
百
ト
ン

以
上

総
ト
ン
数

百
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数

百
ト
ン
以

上
二
百
ト

ン
未
満

総
ト
ン
数

二
百
ト
ン

以
上

％

％

％

％

％

％

ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業

〇
・
二
四

〇
・
二
四

〇
・
一
二

〇
・
三
六

〇
・
三
一

〇
・
二
〇

さ
け
・
ま
す
漁
業

〇
・
四
六

〇
・
三
二

e

〇
・
六
〇

〇
・
三
六

e

い
か
釣
り
漁
業

〇
・
三
三

〇
・
二
六

〇
・
一
八

〇
・
四
九

〇
・
三
五

〇
・
二
七

沖
合
等
漁
業

〇
・
三
三

〇
・
三
二

〇
・
一
八

〇
・
四
八

〇
・
四
八

〇
・
二
六
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第
一
号
の
注
第
二
項
、
第
二
号
の
注
第
二
項
及
び
第
三
号
の
注
第
三
項
中
「
前
項
の
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
積
荷
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び
再
保

険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
九
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
三
十
八
条
の
五
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

十
四
年
三
月
二
十
六
日
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
一
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
八
条
の
五
第
六
項
の
漁

船
積
荷
保
険
に
係
る
純
再
保
険
料
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
九
十
五
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
三
十
八
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
一
年
十
月
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
七
十
三
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
八
条
の
十
五
第
二
項
の

再
保
険
料
率
の
算
定
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

本
則
中
「
〇
・
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
〇
・
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
〇
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
〇
・
〇
二

パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
一
四
・
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
〇
・
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
普
通
保
険
再
保
険
事
業
、
漁
船
船
主
責
任
保

険
再
保
険
事
業
及
び
漁
船
積
荷
保
険
再
保
険
事
業
に
係
る
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
九
十
六
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
九
十
八
条
の
二
（
同
法
第
百
三
十
二
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
農
作
物
共
済
損
害
認
定
準
則
（
昭
和
三
十
三
年
四
月
三
十
日
農
林

省
告
示
第
三
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

第
一
第
一
項
中
「
通
知
を
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
を
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、第
一
第
二
項
中「
前

項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
同
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
同
項
の
」
を
「
同
項
の
規
定
に
よ

る
」
に
、「
に
は
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
第
一
第
三
項
中
「
通
知
を
受
け
た
」
を「
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
」

に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「
農
作
物
共
済
の
共
済
目
的
の
種
類
等
」
の
下
に「（
法
第
百
六
条
第
一
項
の
農
作

物
共
済
の
共
済
目
的
の
種
類
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
な
お
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
調
査
す
る
も
の
と
す

る
」
を
「
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
第
一
第
四
項
中
「
通
知
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
第
一
第
五
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
調
査
」
を
「
規
定
に
よ
る

調
査
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
第
一
第
六
項
中
「
の
調
査
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
調
査
」
に
、「
そ
の
区

域
（
」
を
「
当
該
組
合
等
の
区
域
（
」
に
改
め
、「
実
施
区
域
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
。」を
加
え
、
第
一
第
七
項
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

７

組
合
等
は
、
悉し
つ

皆
調
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
損
害
評
価
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
組
合
等
が
第
三
項
又

は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
に
お
け
る
検
見
又
は
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
を
除
く
。）を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
乾
燥
調
製
施
設
に
お
け
る
計
量
結
果
、
売
渡
数
量
又
は
出
荷
資
料
（
以
下「
計
量
結
果
等
」と
い
う
。）

に
つ
き
、
当
該
計
量
結
果
等
を
管
理
す
る
者
か
ら
提
供
を
受
け
て
調
査
を
行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
八
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
損
害
評
価
員
を
置
か
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
九
十
四
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
三
十
八
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
一
年
十
月
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
七
十
二
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
八
条
の
十
四
第
二
項
の

中
央
会
責
任
総
再
保
険
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

本
則
中
「
て
ん
補
」
を
「

補
」
に
、「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
、「
百
分
の
百
二
十
を
」
を
「
百
分
の

百
十
を
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
普
通
保
険
再
保
険
事
業
及
び
漁
船
積
荷
保
険

再
保
険
事
業
に
係
る
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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